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染みる―「鎮まらぬは 舞う木の葉 老いて久しきブナの木よ。」（ “They will not hush, the leaves










































































































































































































































































































































































































































































































































９．W. B. Yeats, The Poems ,pp.42-45.
10．田代、一五四〜一九◯頁参照。
11．谷川健一著『魔の系譜』（講談社、1984）、一一〜一二頁。
12．『琵琶法師』、二六頁参照。
13．『琵琶法師』、二六〜二七頁参照。
14．『琵琶法師』、一◯一頁。
15．『琵琶法師』、一◯一〜一〇三頁参照。
16．『琵琶法師』、一三一〜四一頁参照。
17．赤坂憲雄著『異人論序説』（筑摩書房、1992）、二一三〜二三七頁参照。
18．『無縁・公界・楽』、七〜九頁参照。
19．井上禅定著『東慶寺と駆込女』（有隣堂、1996年）、一九〜二四頁参照。
20．『松岡山東慶寺』（東慶寺、1997）、参照。
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21．廣松渉著『〈近代の超克〉論』（講談社、1989年）、参照。
22．小林秀雄著『本居宣長』（新潮社、1973年）、参照。
23．井上、三八〜六四頁参照。
24．井上、五七〜五八頁参照。
25．サザンオールスターズ『KAMAKURA』、桑田桂祐作詞「鎌倉物語」（ビクター、1985年）
26．夏目漱石『漱石全集 第九巻』（筑摩書房、1975年）、九四〜九五頁。
27．中沢新一『森のバロック』（せりか書房、1992年）、二〇四〜二〇六頁参照。
28．円覚寺の門前には、手水舎があり、そこには「漱石」と大きく記されている。この文字は、若き漱石が初めて円覚寺の
「門」を潜った際に、すでに記されていたものである。ここで、彼はしばらく滞在し、釈宋演に教えを乞うたわけである
から、この文字に気づかないはずもなかろう。（この体験が、漱石の『門』の背景にあることは周知のとおりである）。
むろん、「漱石」という名は、のちに、直接的には正岡子規から譲り受けた名であるとされており、この手水舎の文字に
由来しているとはいえない。ただし、この時期は、彼が未だ「漱石」を名乗る前、子規から名を譲り受ける前のことで
あるから、彼にとって、この名はすでにお馴染みの名であっただろう。というのも、「漱石」という文字は、禅に通じた
江戸の文人のなかでは、極めて人気のある名であったからだ（「漱石」には、尼寺の手牛舎で見かける「石女」の文字と
同様、無縁のもつ多産性の逆説表現とみることができ、それ自体、出家を含意する一つの公案であり、『問』における老
僧が彼に与えた公案＝命題、「父母未生の面目」と同意と考えられる）。子規は数ある自身のペンネームから、彼にこの
名を譲ったのは、夏目がこの名に以前から愛着をもっており、自分よりも彼の方がこの名に相応しい、と考えたからだ
とはいえまいか。そうだとすれば、「老僧」のモデルである釈宋演を東慶寺に訪れる前に、門前での「顰に倣った」この
行為は、彼が差し向かいにある円覚寺の門前に刻まれた自己の名を意識し、自己の名を「マーキング」し、若き日の記
憶を記しづけることの暗示として受けとめることができまいか。
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